
大阪府立港高等学校   学校教育自己診断     （教職員）

R6 R5 R4 R3 R2

回答率 83% 88% 71% 77% 86%

A A １・２の合計 91% 81% 69% 69% 79%

B B １・２の合計 80% 81% 65% 69% 72%

C C １・２の合計 64% 79% 51% 54% 55%

D D １・２の合計 89% 93% 90% 88% 83%

E E １・２の合計 93% 88% 86% 92% 87%

F F １・２の合計 57% 60% 55% 48% 38%

G G １・２の合計 79% 77% 61% 65% 77%

H H １・２の合計 89% 86% 73% 79% 83%

I I １・２の合計 89% 72% 80% 79% 70%

J J １・２の合計 82% 71% 39%

K K １・２の合計 88% 74% 63% 69% 74%

L L １・２の合計 78% 70% 53% 58% 70%

M M １・２の合計 68% 58% 51% 52% 62%

N N １・２の合計 84% 72% 67% 77% 72%

O O １・２の合計 71% 79% 80% 77% 68%

P P １・２の合計 82% 84% 84% 94% 87%

Q Q １・２の合計 64% 67% 45% 54% 68%

R R １・２の合計 77% 81% 69% 65% 70%

相
談 S S １・２の合計 84% 91% 86% 96% 83%

T T １・２の合計 89% 86% 84% 81% 74%

U U １・２の合計 93% 77% 69% 71% 79%

行
事 V V １・２の合計 91% 79% 81% 85% 81%

連
携 W W １・２の合計 78% 84% 73% 77% 79%

X X １・２の合計 72% 81% 79% 81% 81%

Y Y １・２の合計 57% 74% 73% 72% 69%

Z Z １・２の合計 43% 53% 38% 42% 46%

AB AB １・２の合計 60% 49% 40% 45% 46%

授
業

学校は１人１台端末を効果的に活用している。

生
徒
指
導

生徒指導はカウンセリングマインドを取り入れた生徒指導を行っている。

生徒による問題行動が起こった時、組織的な体制が整っている。

教員の間で、生徒への接し方や生徒指導の方法について共通理解できている。

教科会において、指導法についての議論や研究、教材開発に取り組んでいる。

教員の間で、授業方法等について参考にしたり検討する機会がある。

生徒の学習意欲や状況に応じて、学習内容の精選や評価について工夫している。

効率よく授業を進めるためにICTを活用している。

全
般

学校の教育活動について、教職員で日常的に話し合っている。

各分掌や学年、教科の教育計画の作成に当たって、教職員で話し合っている。

教育活動全般にわたる評価を行い、次年度の計画に活かしている。

生徒の個人情報は適切に管理されている。

本校の生徒は、学校生活を楽しんでいる。

広報活動に取組み、教育活動に必要な情報について、生徒・保護者や地域への
発信に努めている。

進
路

生徒一人ひとりが興味・関心、適性に応じて進路選択ができるよう、きめ細かい
指導を行っている。

教育の動向や社会情勢について、新聞やインターネット等で情報を調べている。

保
健

学校生活で、生徒がけがをしたり体調が悪くなった場合、適切に処置・対応する
体制がとれている。

清掃は生徒と共に実施し、担当の清掃区域は常にきれいに保てている。

事故・事件、災害等に対して、迅速かつ適切な対応ができるよう役割分担が明確
化されている。
教育相談体制が整備されており、生徒は学級担任以外とも相談することができ
る。

人
権

生徒に命を大切にする心や人権尊重・社会のルールを守る態度を育てよ
うとしている。
いじめ（疑いを含む）が起こった際の体制が整っており、迅速に対応するこ
とができている。
学校行事が生徒にとって魅力あるものとなるよう、工夫・改善を行ってい
る。

学
校
運
営

校長は自らの教育理念や学校運営についての考え方を明らかにしてい
る。

学校運営に校長のリーダーシップが発揮されている。

学校運営について教職員の意見が反映されるような仕組みがある。

各分掌や各学年間の連携が円滑に行われ、有機的に機能している。


